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Ⅰ営業 CF＋Ⅱ投資 CF+Ⅲ財務 CF+Ⅳ換算 CF の４つの合計。

財務活動に係る CF を計算する行です。各列の合計を記入。

   Ａ の領域 

   左の増減欄の反対記入をします。( )付きは( )なし、 

   ( )なしには( )付き、とします。 

投資活動に係る CF を計算する行です。各列の合計を記入。

小計の合計と小計の下の金額を加減算したものを記入します。

営業損益計算に係る CF を計算する行です。各列の合計を記入。

Ⅴの増加額の行とⅥの期首残高の 2 つの合計を記入します。

両方に期首残高を記入

金
額
は
０
を
記
入
し
ま
す
。 

行
の
金
額
の
合
計
を
記
入
し
ま
す
。 

これらは例示です。 

以下も同様。 

付  録１：間接法によるキャッシュ・フロー計算書作成のための精算表の雛型 
資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけています｡ 

科   目 期首 
Ｂ/Ｓ 

期末 
Ｂ/Ｓ 増減

売上

債権

の 
増加 

仕入債

務の 
増加 

固定

資産

の 
増加 

借入

金の

増加 

利益

の 
増加 

現金 
の 

振替 合計 

現     金    
売 上 債 権(売掛金)    
固 定 資 産(建物)    
仕 入 債 務(買掛金)    
固 定 負 債(借入金)    
資  本  金    
利  益(繰越利益剰余金)    
 合 計    
キャッシュ・フロー計算書    
Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 税金等調整前 
 当期純利益    

減価償却費の計上 

による CF の増加 
   

固定資産売却益の計上 

による CF の減少 
   

受取利息及び 
 受取配当金    

 商品の増加 
 による CF の減少    

小 計  
   

 利息及び配当金 
 の受取額の増加    

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー    

Ⅱ投資活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 固定資産の売却 
 による収入    

 投資活動による 
 キャッシュ・フロー    

Ⅲ財務活動による 
 キャッシュ・フロー    

 社債の発行 
 による収入    

 財務活動による 
 キャッシュ・フロー    

Ⅳ現金及び現金同等物 
 に係る換算差額    

Ⅴ現金及び現金同等物 
 の増加額    

Ⅵ現金及び現金同等物 
 期首残高    

Ⅶ現金及び現金同等物 
 期末残高    

 
行列同額

行列同額

行列同額

行列同額

行列同額

行列同額
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付  録２：直接法によるキャッシュ・フロー計算書作成のための精算表の雛型 

キャッシュ・フローの増加には金額の前に‘＋’を、キャッシュ・フローの減少には金額の前に‘△’を付けてわか

りやすく表示しています。 

損 益 項 目 利  益
剰余金

資産・負債の増減 

販売費及び 
一般管理費  

売上高 売上 
原価 人件費 その他の

営業費

役員

賞与
売掛金

棚卸

資産 買掛金 減価償却

累計額 

合計

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー     

     

1．営業収入 +80  △30   +50

2．商品の仕入支出  △50 △10 +20 △40

3．人件費支出   △8 △2   △10

4．その他の営業支出   △1   △1

合計 +80 △50 △8 △1 △2 △30 △10 +20 △1

｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣の小計欄以降は間接法の場合と同様のため省略します。 
ⅰ期首貸借対照表  ⅲ期末貸借対照表 

期首貸借対照表  期末貸借対照表 

現 金       110 利 益 剰 余金         10  現 金       109 買 掛 金       20

  資  本  金        100   売 掛 金       30 資 本 金       100

  110   110   商 品        10 利 益 剰 余金         29

      149   149

ⅱ期中取引 ⅳ損益計算書＆株主資本等変動計算書(略式) 

  損益計算書＆株主資本等変動計算書 

(借)仕 入 60 (貸)現 金 40 Ⅰ売  上  高 80  

    買 掛 金  20 Ⅱ売 上 原 価  50 (＝期首0＋仕入60－期末10)

 売上総利益 30  

(借)現 金 50 (貸)売 上 80 Ⅲ販売費・一般管理費   

  売 掛 金  30        人件費 8  

   その他の営業費   1  

(借)給 料  8 (貸)現 金  8 当期純利益   21  

 Ⅳ剰余金－期首 10  

(借)その他営業費  1 (貸)現 金  1 Ⅴ減少額   2  

 Ⅵ剰余金－期末  29  

(借)役 員 賞 与  2 (貸)現 金  2    

   (利 益剰余金)     

    

参考までに精算表上の仕訳例を示しておきます。 
(借方) 売  上  高 P/L 80 (貸方) 売掛金の増加額 B/S 30営業収入額把握の 

ための修正仕訳    営 業 収 入 CF 50

(借方) 買掛金の増加額 B/S 20 (貸方) 棚卸資産の増加額 B/S 10商品仕入額把握の 
ための修正仕訳  商品の仕入支出 CF 40  売 上 原 価 P/L 50

(借方) 人件費支出 C/F 10 (貸方) 販売費・一般管理費 P/L 8
人件費支出額に 
関する修正仕訳    

利 益 剰 余 金 ( 役 員 賞

与)B/S  2

    

(借方) その他の営業支出 CF 1 (借方) 販売費・一般管理費 P/L 1

その他の営業支出額 
把握のための修正仕 
訳     
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第５節 個別キャッシュ・フロー計算書の作り方 

 

01 商品売買の現金取引及び期末に在庫商品があるケース 

[資 料] 

ⅰ期首貸借対照表 

期首貸借対照表 
現       金  100 資   本   金  100 

   

   

   

 

ⅱ期中取引 
    
商品の現金購入 (借方) 仕       入 60 (貸方) 現       金 60

     

     

     

商品の現金販売 (借方) 現       金 80 (貸方) 売       上 80

     

     

ⅲ決算取引 
     

期末商品の在庫 (借方) 商       品 10 (貸方) 仕       入 10

     

     
ⅳ損益計算書 

損益計算書 

Ⅰ売  上  高 80  

Ⅱ売 上 原 価  50 (＝期首0＋仕入60－期末10) 

当期純利益  30  

ⅴ期末貸借対照表 
期末貸借対照表 

現       金 120 資   本   金 100 

 商       品  10 当 期 純 利 益   30 

 130   130 
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間接法による｢キャッシュ・フロー計算書｣を作成するための精算表上の仕訳 

 

①税金等調整前当期純利益 +30 の認識仕訳 (借) 利   益 B/S 30 (貸) 営業 CF の増加 30

 

②商品増加による営業 CF △10 の減少仕訳 (借) 営業 CF の減少 10 (貸) 商   品 B/S 10

     

営業活動による CF ＋20     

     

 

③現金及び現金同等物の振替仕訳 

 

(借)
現金及び現金同

等物期末残高 
120 (貸) 現   金 B/S 20

 

 
   

現金及び現金同

等物期首残高 
100

     
キャッシュ・フロー計算書作成のための精算表への記入：資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけていま

す｡ 

科   目 期首 

Ｂ/Ｓ 

期末 

Ｂ/Ｓ 
増減 

② 

商品 

の増加

① 

利益 

③ 

現金 

の振替 

合計 

現   金 100 120 20  (20) 0

商   品 0 10 10 (10)   0

資 本 金 (100) (100) 0   0

利   益 0 (30) (30) 30  0

 合 計 0 0 0 (10) 30 (20) 0

キャッシュ・フロー計算書  

 
 

 

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

  
 

 税金等調整前 
 当期純利益  +30 

 
+30

 商品の増加 

 による CF の減少  △10   △10

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー  △10 +30 0 +20

Ⅲ現金及び現金同等物 
 の増加額  △10 +30 

 
+20

Ⅳ現金及び現金同等物 
 期首残高   +100 +100

Ⅴ現金及び現金同等物 
 期末残高  △10 +30 +100 120

キャッシュ・フロー計算書上の‘＋’は増加を、‘△’は減少を示しています。 
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解 説 

 
① 税金等調整前当期純利益 30 は、現金売上 80 から売上原価 50 を差し引いた 30 が、｢営業活動によるキャッ

シュ・フロー｣として残っているという仮定にもとづいています。 

② 商品 10 の増加は、現金仕入 60 のうち売上原価 50 にならないで在庫商品 10 として残っているものが上記

①税金等調整前当期純利益 30 では現金支出として扱われていないので、｢営業活動によるキャッシュ・フ

ロー｣の減少を計上していないという意味で、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣の減少となります。簡

単に言えば、売上原価分しか現金支出になっていないからです。 

③ 現金及び現金同等物の期首残高 100 に、期中の現金及び現金同等物の増加額 20 を加えて、現金及び現金同

等物の期末残高 120、を求めるための記入です。 
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解答用紙：ではチャレンジしてみましょう！ 
キャッシュ・フロー計算書作成のための精算表への記入：資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけていま

す｡ 

科   目 期首 

Ｂ/Ｓ 

期末 

Ｂ/Ｓ 
増減 

② 
商品 

の増加

① 
利益 

③ 
現金 

の振替 
合計 

現   金  
   

商   品  
   

資 本 金  
   

利   益  
   

 合 計  
   

キャッシュ・フロー計算書  
   

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 税金等調整前 
 当期純利益    

 商品の増加 
 による CF の減少    

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー    

Ⅲ現金及び現金同等物 
 の増加額    

Ⅳ現金及び現金同等物 
 期首残高    

Ⅴ現金及び現金同等物 
 期末残高    

キャッシュ・フロー計算書上の‘＋’は増加を、‘△’は減少を示しています。 
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02 商品売買の現金・掛取引及び期末に在庫商品があるケース 

[資 料] 

ⅰ期首貸借対照表 

期首貸借対照表 
現       金  100 資   本   金  100 

   

   

   
 

ⅱ期中取引 
    

商品の一部掛購入 (借方) 仕       入 60 (貸方) 現       金 40

   買   掛   金 20

     

     

     

商品の一部掛販売 (借方) 現       金 50 (貸方) 売       上 80

  売   掛   金 30   

     

 

ⅲ決算取引 
     

期末商品の在庫 (借方) 商       品 10 (貸方) 仕       入 10

     

 

ⅳ損益計算書 

損益計算書 

Ⅰ売  上  高 80  

Ⅱ売 上 原 価  50 (＝期首0＋仕入60－期末10) 

当期純利益  30  

 

ⅴ期末貸借対照表 
期末貸借対照表 

現       金 110 買   掛   金 20 

売   掛   金 30 資   本   金 100 

 商       品  10 当 期 純 利 益  30 

  150   150 
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間接法による｢キャッシュ・フロー計算書｣を作成するための精算表上の仕訳 

 

①税金等調整前当期純利益 +30 の認識仕訳 (借) 利   益 B/S 30 (貸) 営業 CF の増加 30

 

②売掛金増加の営業 CF △30 の減少仕訳 (借) 営業 CF の減少 30 (貸) 売 掛 金 B/S 30

 

③買掛金増加の営業 CF ＋20 の増加仕訳 (借) 買 掛 金 B/S 20 (貸) 営業 CF の増加 20

 

④商品増加の営業 CF △10 の減少仕訳 (借) 営業 CF の減少 10 (貸) 商   品 B/S 10

     

営業活動による CF 

 

＋10  

   

 

⑤現金及び現金同等物の振替仕訳 

 

(借)
現金及び現金同

等物期末残高 
110 (貸) 現   金 B/S 10

 

 
   

現金及び現金同

等物期首残高 
100

     
 

キャッシュ・フロー計算書作成のための精算表への記入：資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけていま

す。 

科   目 期首 

Ｂ/Ｓ 

期末 

Ｂ/Ｓ
増減 

② 

売掛金

の増加

③ 

買掛金

の増加

④ 

商品 

の増加 

① 

利益 

⑤ 

現金 

の振替

合計 

現   金 100 110 10   (10) 0

売 掛 金 0 30 30 (30)   0

商   品 0 10 10 (10)  0

買 掛 金 0  (20)  (20) 20   0

資 本 金 (100) (100) 0   0

利   益 0 (30) (30)  30 0

 合 計 0 0 0 (30) 20 (10) 30 (10) 0

キャッシュ・フロー計算書  

 
  

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 税金等調整前 

 当期純利益 
  +30 +30

 売掛金の増加 

 による CF の減少 
 △30   △30

 買掛金の増加 

 による CF の増加 
 +20   +20

 商品の増加 

 による CF の減少 
 △10  △10

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー  △30 +20 △10 +30 0 +10

Ⅱ現金及び現金同等物 
 の増加額  △30 +20 △10 +30 +10

Ⅲ現金及び現金同等物 
 期首残高    +100 +100

Ⅳ現金及び現金同等物 
 期末残高  △30 +20 △10 +30 +100 110

キャッシュ・フロー計算書上の‘＋’は増加を、‘△’は減少を示しています。 
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解 説 

 
①税金等調整前当期純利益 30 は、現金売上 80 があり、一方で現金仕入（売上原価）50 があって、差し引いた

30 が、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣として残っているという仮定にもとづいています。 

②売掛金 30 の増加は、売上のうち現金が入ってこなかったのですから、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣

が増加していないという意味で、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣の減少となります。 

③買掛金 20 の増加は、仕入代金のうちまだ現金を支払っていないのですから、｢営業活動によるキャッシュ・

フロー｣が減少していないという意味で、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣の増加となります。 

④商品 10 の増加は、仕入代金のうち売上原価にならないで在庫として残っているのですから、｢営業活動によ

るキャッシュ・フロー｣の減少を計上していないという意味で、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣の減少

となります。それは、売上原価分しか現金支出になっていないからです。 

⑤現金及び現金同等物の期首残高 100 に、期中の現金及び現金同等物の増加額 10 を加えて、現金及び現金同等

物の期末残高 110、を求めるための記入です。 
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解答用紙：ではチャレンジしてみましょう！ 
キャッシュ・フロー計算書作成のための精算表への記入：資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけていま

す。 

科   目 期首 

Ｂ/Ｓ 

期末 

Ｂ/Ｓ
増減 

② 

売掛金

の増加

③ 
買掛金

の増加

④ 
商品 
の増加 

① 
利益 

⑤ 
現金 
の振替

合計 

現   金  
   

売 掛 金  
   

商   品  
   

買 掛 金  
   

資 本 金  
   

利   益  
   

 合 計  
   

キャッシュ・フロー計算書  
   

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 税金等調整前 
 当期純利益    

 売掛金の増加 

 による CF の減少 
   

 買掛金の増加 

 による CF の増加 
   

 商品の増加 

 による CF の減少 
   

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー    

Ⅱ現金及び現金同等物 
 の増加額    

Ⅲ現金及び現金同等物 
 期首残高    

Ⅳ現金及び現金同等物 
 期末残高    

キャッシュ・フロー計算書上の‘＋’は増加を、‘△’は減少を示しています。 
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－ 155 － 

 

03 商品売買の現金取引、売掛金の回収取引及び期末に在庫商品があるケース 

[資 料] 

ⅰ期首貸借対照表 

期首貸借対照表 

現       金  100 資   本   金 120 

売   掛   金   20   

  120   120 

   

 

ⅱ期中取引 
    

商品の現金購入 (借方) 仕       入 60 (貸方) 現       金 60

     

     

     

商品の現金販売 (借方) 現       金 80 (貸方) 売       上 80

     

     

     

売掛金の回収取引 (借方) 現       金 20 (貸方) 売   掛   金 20

     

     

ⅲ決算取引 
     

期末商品の在庫 (借方) 商       品 10 (貸方) 仕       入 10

     

     

ⅳ損益計算書 

損益計算書 

Ⅰ売  上  高 80  

Ⅱ売 上 原 価  50 (＝期首0＋仕入60－期末10) 

当期純利益  30  

ⅴ期末貸借対照表 
期末貸借対照表 

現       金 140 資   本   金 120 

 商       品  10 当 期 純 利 益   30 

  150   150 
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間接法による｢キャッシュ・フロー計算書｣を作成するための精算表上の仕訳 

 

①税金等調整前当期純利益 +30 の認識仕訳 (借) 利   益 B/S 30 (貸) 営業 CF の増加 30

     

②売掛金回収の営業 CF +20 の増加仕訳 (借) 売 掛 金 B/S 20 (貸) 営業 CF の増加 20

     

③商品増加による営業 CF △10 の減少仕訳 (借) 営業 CF の減少 10 (貸) 商   品 B/S 10

     

営業活動による CF ＋40     

     

 

④現金及び現金同等物の振替仕訳 

 

(借)
現金及び現金同

等物期末残高 
140 (貸) 現   金 B/S 40

 

 
   

現金及び現金同

等物期首残高 
100

     
キャッシュ・フロー計算書作成のための精算表への記入：資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけていま

す｡ 

科   目 期首 

Ｂ/Ｓ 

期末 

Ｂ/Ｓ 
増減 

② 

売掛金

の減少

③ 

商品 

の増加 

① 

利益 

④ 

現金 

の振替

合計 

現   金 100 140 40   (40) 0

売 掛 金 20 0 (20) 20   0

商   品 0 10 10 (10)  0

資 本 金 (120) (120) 0   0

利   益 0 (30) (30)  30 0

 合 計 0 0 0 20 (10) 30 (40) 0

キャッシュ・フロー計算書  

 
  

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 税金等調整前 

 当期純利益 
  +30 +30

 売掛金の減少 

 による CF の増加 

 

 
+20   +20

 商品の増加 

 による CF の減少 
 △10  △10

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー  +20 △10 +30 0 +40

Ⅲ現金及び現金同等物 
 の増加額  +20 △10 +30 +40

Ⅳ現金及び現金同等物 
 期首残高    +100 +100

Ⅴ現金及び現金同等物 
 期末残高  +20 △10 +30 +100 140

キャッシュ・フロー計算書上の‘＋’は増加を、‘△’は減少を示しています。 
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解 説 

 
① 税金等調整前当期純利益 30 は、現金売上 80 から売上原価 50 を差し引いた 30 が、｢営業活動によるキャッ

シュ・フロー｣として残っているという仮定にもとづいています。 

② 売掛金 20 の減少は、上記①税金等調整前当期純利益 30 以外に、売掛金の回収として現金収入 20 があった

のですから、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣の増加となります。 

③ 商品 10 の増加は、現金仕入 60 のうち売上原価 50 にならないで在庫商品 10 として残っているものが上記

①税金等調整前当期純利益 30 では現金支出として扱われていないので、｢営業活動によるキャッシュ・フ

ロー｣の減少を計上していないという意味で、｢営業活動によるキャッシュ・フロー｣の減少となります。簡

単に言えば、売上原価分しか現金支出になっていないからです。 

④ 現金及び現金同等物の期首残高 100 に、期中の現金及び現金同等物の増加額 40 を加えて、現金及び現金同

等物の期末残高 140、を求めるための記入です。 
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解答用紙：ではチャレンジしてみましょう！ 
キャッシュ・フロー計算書作成のための精算表への記入：資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけていま

す｡ 

科   目 期首 

Ｂ/Ｓ 

期末 

Ｂ/Ｓ 
増減 

② 
売掛金

の減少

③ 
商品 

の増加 

① 
利益 

④ 
現金 

の振替

合計 

現   金  
   

売 掛 金  
   

商   品  
   

資 本 金  
   

利   益  
   

 合 計  
   

キャッシュ・フロー計算書  
   

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 税金等調整前 
 当期純利益    

 売掛金の減少 

 による CF の増加 
   

 商品の増加 

 による CF の減少 
   

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー    

Ⅲ現金及び現金同等物 
 の増加額    

Ⅳ現金及び現金同等物 
 期首残高    

Ⅴ現金及び現金同等物 
 期末残高    

キャッシュ・フロー計算書上の‘＋’は増加を、‘△’は減少を示しています。 
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04 商品売買の現金取引、買掛金の決済取引及び期末に在庫商品があるケース 

[資 料] 

ⅰ期首貸借対照表 

期首貸借対照表 
現       金  100 買 掛 金          30 

 資   本   金  70 

  100   100 

   

 

ⅱ期中取引 
    

商品の現金購入 (借方) 仕       入 60 (貸方) 現       金 60

     

     

     

商品の現金販売 (借方) 現       金 80 (貸方) 売       上 80

     

     

     

買掛金の決済取引 (借方) 買 掛 金          30 (貸方) 現       金 30

     

     
ⅲ決算取引 

     

期末商品の在庫 (借方) 商       品 10 (貸方) 仕       入 10

     

     

ⅳ損益計算書 

損益計算書 

Ⅰ売  上  高 80  

Ⅱ売 上 原 価  50 (＝期首0＋仕入60－期末10) 

当期純利益  30  

ⅴ期末貸借対照表 
期末貸借対照表 

現       金 90 資   本   金 70 

 商       品  10 当 期 純 利 益   30 

  100   100 
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間接法による｢キャッシュ・フロー計算書｣を作成するための精算表上の仕訳 

 

①税金等調整前当期純利益 +30 の認識仕訳 (借) 利   益 B/S 30 (貸) 営業 CF の増加 30

     

②買掛金決済の営業ＣＦ △30 の減少仕訳 (借) 営業 CF の減少 30 (貸) 買 掛 金 B/S 30

     

③商品増加による営業 CF △10 の減少仕訳 (借) 営業 CF の減少 10 (貸) 商   品 B/S 10

     

営業活動によるＣＦ △10     

     

 

④現金及び現金同等物の振替仕訳 

 

(借) 現   金 B/S 10 (貸) 
現金及び現金同

等物期首残高 
100

 

 
 

現金及び現金同

等物期末残高 
90   

     
キャッシュ・フロー計算書作成のための精算表への記入：資産の減少と負債・株主資本の増加には( )をつけていま

す｡ 

科   目 期首 

Ｂ/Ｓ 

期末 

Ｂ/Ｓ 
増減 

② 

買掛金

の減少

③ 

商品 

の増加 

① 

利益 

④ 

現金 

の振替

合計 

現   金 100 90 (10)   10 0

商   品 0 10 10 (10)  0

買 掛 金 (30) 0 30 (30)   0

資 本 金 (70) (70) 0   0

利   益 0 (30) (30)  30 0

 合 計 0 0 0 (30) (10) 30 10 0

キャッシュ・フロー計算書  

 
  

Ⅰ営業活動による 
 キャッシュ・フロー 

   

 税金等調整前 
 当期純利益   +30 +30

 買掛金の減少 

 による CF の減少 

 

 
△30   △30

 商品の増加 

 による CF の減少 
 △10  △10

 営業活動による 
 キャッシュ・フロー  △30 △10 +30 0 △10

Ⅲ現金及び現金同等物 
 の増加額  △30 △10 +30 △10

Ⅳ現金及び現金同等物 
 期首残高    +100 +100

Ⅴ現金及び現金同等物 
 期末残高  △30 △10 +30 +100 90

キャッシュ・フロー計算書上の‘＋’は増加を、‘△’は減少を示しています。 




